




　今日,超音波パルス波を用いた診断装置が,産科領域でも広く利用され,こと

に最近では妊娠早期にも応用されるに至っているため,超音波パルス波の胎児

に対する安全性を検討することは緊急に必要であり,前年度に引続き本分科会

の活動をみた。


